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(1)序

今 日の社会は目覚ましい経済成長 と華やかな物質文明の中にはあるが,そ の背後か らは

人間喪失 とか,人 間疎外 とかいう悪魔 に追われ,唆 か され,人 間はただ物質慾 にかられ,

冷い争いに浮身を扮す暗い陰騎に鎖 されている。 これは今 日の社会に何かが敏けているか

らである。 その敏けているものとは,今 日の人が人間の本質的なものを忘れていることで

ある。今 日の人 は余 りにも物,特 に物の外面に因われている。山や水など自然を見ても,

自然の形骸にのみ因われ過ぎている。人 間を見て も,そ の形骸,外 面的人間の姿のみに因

われている。今 日の人は,も っとその眼を,人 間や物の内面に,人 間や物の本質に向ける

べきである。人間や物をただ無機的 に見ないで有機的に見 るべきである。本質の表現 とし

ての外面をもった人間や物,即 ち本質の裏づけのある人間や物の内外全体を見 るべきであ

る。 この人 間や物の内外全体を見 る,即 ち人間や物を有機的 に見 る人間の能力を,わ た く

しは生命感的智慧といいたいのである。 この智慧は人間が生得的に人間の内心に持 ってい

るものではあるが,今 日の人からは忘れ去 られているものである。 これを再び今 日の人 に

目覚ま し,個 々の知識は因われ,理 知の世界のみを最上とする人々に,理 知 と感情の釣合

った,即 ち理知に感情を加えた叡知の世界のあることを示 した く,こ こに生命感的智慧の

検討をなし,且 つは この智慧を働かすことによって,人 間的真実,事 物の本質追求の情感

に生 き,わ れわれに喜 と幸福を示 して くれたイギ リス詩人の幾人かに触れて見たいのであ

る。

(2}主 体的人間 に帰れ

ロバ ト・ブラウニ ング 〈RobertBrowning>に 次 の句が あ る。

「わ れ,進 化せ る獣 た るの段階 を

永久 に脱 し,

ま ことの人 間 と認 め られ,

た とえ芽 ばえ にす ぎず と も,

神 に近 きもの と して,

進 み行 かん。」
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"Th
enceshallIpass,approved

Aman,forayeremoved

Fromthedevelopedbrute;agodthoughinthegerm"

Rol)e:tBrowning:RabblBenEzrast.13.

と。 この句 は,今 日の一般 の人 の眼 を以 て見 れ ば,余 りに宗教 的,余 りに道徳 的 の感が あ

り,陳 腐 で あ り,古 臭 いとの非難 を免 れ得 ない と思 われ るもの で あ る。 今 日の人 々,特 に

若 い人 達 に訴 え ると ころの少 い もの であ る。 しか し,わ れわれ が一度 眼 を現 実 に向 け,現

実社 会 の諸相 を見 るとき,例 えば,一 国の要人 が次 か ら次 へ と ピス トル によ って射 殺 され

る無 惨 な姿,ま た,市 井 の殺傷事 件,中 東或 はベ トナムの戦 場 に於て の罪 な き兵 また民衆

の殺獄 され る悲惨 な状 況,国 際的 に弥漫せ る無 軌道 な学生 運動 の デモ行 進 な どを 日々の テ

レビ,新 聞で見 るとき,心 あ る もの は,た だ唖 然 と して 目を蔽 わ ざ るを得 ない もので あ

る。 これは余 りにも獣 的 で あ り,余 りに も動物 的で あ る。 これ らの悪魔 的 と も思 え る人 間

の形相 に接す るとき,上 述 の ブ ラウニ ングの句 と錐 も,た だ古臭 い とか,陳 腐 だ とか とい

って,棄 て去 るに忍 び得 ない ものが あ ると思 うのであ る。 これ は人 間の 「進 歩せ る獣た る

の段階」 で ない ど ころか,「 神 に近 きもの」 とい った言葉 な どは到底 口に し得 ない浅 しい

人 間 の姿で あ る。寡 ろ人 間が動 物的,獣 的 な未開,野 蛮 の段階 に逆戻 り した と思 え るもの

で あ る。 勿論,わ れわれ人 間 も生 物 の一 種 であ る以 上,あ る程 度の,否,大 いに生 物的生

活,欲 求 も満 足せ らるべ きもので あ る。 けれ ども,獣 類 とか,動 物 とか とい うもの と全 く

同一 の生 活 を して よい とはい えない と思 うので あ る。 わ れわれ は よ く,わ れわれ は単 な る

生物 で はな い,人 間で あ るとい う。従 って,他 人 か ら,君 は単 な る生物 にす ぎな い とか,

お前 はただ の動物 だ とか いわ れ ると,そ れ に対 し,強 い抵 抗 を感 ず るもの であ る。 必ず激

し く抗 弁 して,お れ は単 な る生物 で はな い,単 な る動物 で は断 じて ない,こ れで も立派 な

入 間 だ と声高 らか に忽癒 の情 を洩 す もので あ る。人 が,わ れ われ は単 な る生 物で はな い,
　 　 　 　 　

立派な人間であるというか らには,人 間 には,単 なる 生物以上の生活が なければな らな

い。然 らば,こ の単なる生物以上 の生活をす る人間,即 ち立派な人間とはどんな ことか。

ブラウニ ングはい っている。
こころ

「肉体の み あ りて,心 な く,

心 あれ ども,そ れ はただ,

腕 脚 のみ を働かす人 な らば,

その人,獣 に あ らず して 何 な るか。」
"Wh

atishebutabrute

Whosefleshhassoultosuit,

Whosespiritworkslestarmsandlegswantplay?"

lbid.,st.8.

と。 これ は,わ れ われが 肉体 のあ るがま まに,た だ手足 を働か す存在 で あれば,そ れ はた

だ客体 的 に存在 す るにす ぎな い ことをわれ われ に教 えた もので あ る。人 間 が入 間 であ ると

い い得 るには,人 間 は主体 的 な存 在 でな けれ ばな らな い。人 間 が主体的 な存在,即 ち,主

体 的 に生 き るところ に,わ れ われ は人 間で あ るとか,わ れわれ は立派 な人 間で あ るといえ

る根拠 があ るので あ る。人 間 が他 の生物 と異 る点 とは,人 間が主 体的 に生 きる存在物 で あ

るとい うことで あ る。

われ われ入 間 は,自 らが,ま た その身 辺 の人 達 が平穏 の うちに無事 な生活 を して い ると
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きは,入 間というもの,人 間の存在,従 って,ま た,人 生 というものに就ては何等考える

ところな く,た だあるがままの肉体的生活,従 って,ま た,単 なる物質的な,機 械的な生

活,即 ち客体的な存在 としての生活のみをするものである。 しか し,自 らに,或 はその身

辺の人達に何かの変化が起 るとき,今 迄の機械的な生活か ら一歩踏み出し,客 体的な存在

か ら脱 して,人 間というもの,入 間の存在,入 生 というものに対 し,主 体的な考えをもつ

ようになるものである。例えば,地 震が自らの住む地域でな しに,他 の地域に起るとき,

他人事 として看過 したものが,偶 自らの住む地域にそれが起 り,住 む家が倒 され,愛 する

身内のものを失 うとき,は じめて地震の恐 しさを知 り,自 然の威力に打たれ,人 間の微力

を悟 りやがては人生のはかなさを歎 じ,人 生の無常を感ずるに到 るのである。 この無常感

は,人 間が,人 間 というもの,人 間の存在,従 って人生というものに就て感ず る危機感で

あり,人 間がこの危機感を覚えて,は じめて生の意識を実感するのである。生の意識とは

人生の有限を意識することであるが故 に,自 らは,今,生 きてはいるが,や がて亡びると

いうことを切実に感 じ,人 間の生死の問題に無関心におれな くなるのである。人間の心情

がこの域に達す ると,今 迄のような単なる客体的生活に満足 し得な くなり,こ こに主体的

に生きようとす るようになる。

人間がこのような人間となれば,自 らの周囲を取 り巻 く入間が,人 間の仮面を被 りなが

らも,余 りにも獣的な,余 りにも動物的な客体としてのみの人間の行動をす るのを目の当

りに見ては,こ れ らの人間は,ど うして限 りある身の人間なるに,ま た,こ れらの人間と

錐 も,古 来幾多の哲入,文 人 によって,上 述の主体的な生き方を教え られ,自 なも亦,価

値ある人生の営みに就 くべきことを弁えいると思 われ るにかかわらず,尚 且つこの行状な

るは,い かなることかと,余 りにも人間の浅 しさ,余 りにも人間の醜 さに,一 時は極度の

失望を覚え,異 状な程の心の不安 と動揺に巻き込まれるものである。そして一時は,人 間

の獣性が寡ろ人間の本質にあらざるかの疑惑の暗い幻影が身辺に附纒 うのである。 けれ ど

もこの幻影に附纒われ,煩 悶を続 けるうちにも,や がて この幻影を越えた彼方に,或 は幻

影を突 き貫けた遠 くの暗黒の中に,一 条の光線の廻 くを覚えるのである。 ここに人間は,

その閃 きの発す る地点にこそ人間の本質とい ったものが潜んでいるのではないかと感じ,

そこに向 って突進 し,そ こに辿 り着 き,そ こに人間の本質を突留めねばおかないとの情熱

が沸 き上 り,こ こに大悟一番,身 辺を取 り巻 く幻影を切 りぬけ,乗 り越えたき切なる希い

を抱 くに到 るのである。不安の念 心の動揺が深 く幻影の層の厚いものほど,こ の希いは

一層強 くなるものである。 これは信仰に似てはいるが,信 仰 とは異 るもの,い わば,人 間

が人間の存在 それ 自身に就ての根源的なものを,以 前にも増 して,更 に切実に求め,こ れ

に賃 りかか り,こ れを援けとして,獣 的でない,ま た,動 物的でない人間の,真 の人間の

人間らしい姿を見 出そうと懸命の努力をす るものである。 ここに,さ きの無常感的に朧に

人間の死の運命を意識せ るものが,更 に深 く,強 く,永 遠とか,無 限 とかいうものを求め

て行 くようになるのである。 このときの人間は,人 間が生物 として持 っている人間の肉体

及びその肉体よ り生ずる快楽 とか,欲 望 とかを一時忘れ,只 管に,ま た,切 実 に,無 限,

永遠を求める故に,生 物的な人間を一時離れた人間となるのである。偉大な先哲,偉 大な

古人が深山幽谷に籠 って修業 に精進 したのはこれなのである。 このときの人間は動物性 と

か,獣 性 に含蓋を感じて くるのである。人間にこの含董の感が生 じてはじめて,人 間の本

質,従 って事物の本質を把握するに到るのである。 これは,人 間の内部に存在す る永遠と

か無限とかにつながる生命が,入 間 自らの求めている本質的な永遠とか無限とかの生命と
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感応す るので あ る。 ここに有 限 な人 間が,そ の内面 に於て,本 質 的な無限 とか,永 遠 につ

なが る即 ち久遠 の生 命 につ なが り,自 らが それの一・部 を も荷 って い る,或 はその一部 をな

して い ることに気付 くので あ る。 ここに人間 は主 体的 に 自らの姿 を発 見 し,主 体的 な人 間

のよ ろこびに浸 るのであ る。 このよ うなよろ こびに浸 って い る入 間 をブ ラウニ ングは次 の

よ うにい ってい る。

「なん じ

人 も獣 も,等 し く持て る

肉体 よ りいつ る

単 な る快楽 を拒 む こ とよ きこ とな り。

われ らの肉体 に

生 命 の木 の枝生 じ,

われ らの こころに

生 命 の実結 ぶ。」
"Th

ouBostwellinrejectingmerecomfortsthatspring

Fromthemeremortallifeheldincommonbymanandbybrute:

Inourfleshgrowsthebranchofthislife,inoursoulitbearsfruit."

RobertBrowning;Saulst.8.

と。 こ こにブラウニ ングのい う 「生命 の木」 「生命 の実」 が主 体的 な人 間 のよろ こびで あ

る。 この よろこびは人間 の肉体 よ り直 接生ず るよ ろ こび とは別 のよ ろこびであ る。人 間の

肉体 よ り生ず るよろ こび は,ま た,人 間が物質 的な ものよ り得 るよろ こびの ことで あ り,

或は人 間が外面 的な知識 よ り得 るよろ こびで もあ る。 この 肉体 よ り生ず るよ ろこび,物 質

よ り得 るよ ろこび,知 識 よ り得 るよ ろこびと,人 間が 肉体 を一 時忘 れ,永 遠,無 限へ の憧

れ に生 きることか ら生ず るよ ろこびの二 つ のよ ろこびが共 に一つ のル ツボの中 に入 れ られ

て,そ れ らが昇華 された と ころ に生ず る叡知 の中 に,人 間の真 のよ ろこびは存 在す るので

あ る。叡 知 とい う言葉 それ 自体 は,す ぐれた 知性 とい う意味 を持 つ ものであ る。従 って人

間の一 つの智慧 を示 す ものでは ある。 しか し,こ こにい う叡知 は単 な る理 知 だけで な く,

更 にそれ に,人 間の根源 的な生命 にかか わ るもの を切 に,ま た,強 く求 め る人間 の智慧 が

加 わ った もの とい うべ きであ る。 わた くしは これ を生 命感的智慧 と呼 びた いので あ る。 こ

の生命感 的智慧 に生 き る人 間の よろ こびが真 の人間 のよ ろこびで ある。 この よろ こび に生

きる人 間が主体 的 に生 きる人 間 の姿 で ある。 これ こそ人 間の真 に人 間 らしい姿で あ る。

(3)生 命感的智慧

人間が,も のを知ろうとする智慧の うち,自 然科学,精 神科学などの与えるもの,或 は

広 くわれわれの悟性によって知 り得 るものを,わ た くしは知識 と呼びたいのである。 この

意味での知識の大部分は,人 間が種々の科学を学ぶ ことによって,人 間の生活,特 に衣食

住の生活に必要な事物,そ れも,そ の事物のただ外面だけを知 るに役立つ知識にす ぎない

と思 うのである。従 って,こ の意味の知識は,主 として,人 間の物質生活の智慧を指すの

である。人間の物質生活以外の精神生活,そ れも特に,感 情生活に必要な,人 間の心情,

または,人 間の心情の鏡に 映る事物の内面の姿を知 る智慧は科学によっては 与えられな

く,ま た,悟 性によっては知 られないと思 うのである。 これを与えるものは,そ れ とは別

の人間の智慧である。 ブラウニングに次の僅か四行の短詩がある。
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「岬廻れ ば,忽 ち,海 現 われ,

太 陽,山 の端 に見 ゆ。

かれ には,黄 金 の道,
たす

われ には,男 の世 の授 け。」

"R
oundthecapeofasuddencamethesea,

Andthesunlookedoverthemountain'srim

Andstraightwasapathofgoldforhim,

Andtheneedofaworldofmenforme."

RobertBrowning;PartingatMorning

と。 この詩 の題 名は 「朝 の別離」 とな って い る。 これ をただ科学的 或は悟性 的,論 理 的な

知識 によ ってみれ ば,次 のよ うにな る。 即 ち,最 初の二行 は,岬 を廻 ると海 が現 われ る,

太 陽が 山の端 に見 え る,と い って い るにす ぎな く思 われ るもので あ る。 朝 の海の景色 の描

写 と して は,当 然 の ことを い ったにす ぎない。 後半 の二行 に到 って は,か れ には黄金 の道

が真 直で あ る,わ た しには男の世 の必 要 があ る,と い うので あ る。 われ われの悟性 に よ っ

てで は何 の ことか理 解 に苦 むので あ る。 と ころが,こ れを,科 学 的或は論理 的な知識 以外

の入 間の別の智慧 を通 してみ ると,次 の よ うに なるのであ る。先 づ 「朝 の別離」の題 によ

って,逢 瀬 を楽 む二 人の男女が相 会す る場 面で あ ることが感 じとられ る。 即 ち二人 の男女

が,こ の会合 をただ の一 瞬を も,互 の生活 の充実 した もの とな し,生 命力 の完 全燃焼 を望

み,一 一瞬一刻 を も惜 んでい る別離 の朝の情景 とい うことが感 じとられ るので あ る。 女は男

を送 り,二 人は共 に,露 けき野 を越 え,道 を廻 り,遂 に岬 に出 る。 た ちまち眼前 に海現 わ

れ,旭 光,山 の端 よ り海面 を射 し,水 面 に金波漂 う。 男 はやがて旭光 の金色 に映え る沈路

を跡 に,元 気 よ く,真 一文字 に渡 って行 く。二人 は共 に亡 び る人 間で あ る。 いつ一 方 が死

ぬか も知 れぬ。或 は,両 者 と も死ぬ や も計 られ ぬ。 従 って いつ逢瀬が再 び訪れ るかわ か ら

ぬ男 と女 で ある。 あ とに残 る女 は淋 しさに堪 え られ ないので ある。愛 す る男 に この世 をか

けた女 であ る。 この別れが最 後の別 れ ともなれ ば,こ の のち女は いかに して生 きて行 けよ

うか。 この男 の慰め,こ の男の励 しな くして は,と て も生 き られぬ女で あ る。 これ を思 え

ば,こ の女 には,こ の".::は 堪 えよ うと して堪 え られ ぬ悲 しい別離 のvで あ る。 こうい

った哀調 極 りない人間 の心情 の溢 れ る一篇 の短詩で あ る。 このよ うな人 問の心情 は,人 間

が生死 をか けた心情で あ る。生死 をか けた人 間の心情 であ るが故 に,こ の心 情は人 間がい

つ亡 び るか も しれ ない とい う人 間の最 も根本 的 な問題 に無 関心 た り得 ない入間 の心 情 なの

であ る。 この人 間 の心 情,即 ち人 間の生命 の根源 に触 れて い る人間 の心 情,こ の心 情 に人

間 が達 す る こと及 び この心 情 に達 した入 間の内心 を知 る智慧 は,論 理 や科学的知識 とは別

な人 間の智慧で あ る。 これが生命感 的智慧 なので あ る。

故 に,生 命 感的智慧 は,人 間が,人 間の存在 を意識 し,人 間の生 にかか わ る根 源的 な も

のを知 ろ うとす る智慧 で ある。 人間 が主体 的 に生 きると き,人 生 の危機 を意識 し,危 機 意

識 か ら生 の意識 従 って人生 の有限 を感ず る。人 闇が人生 の有限 を感 ず ると き,人 間 は有

限 のはかな い存在 で はあ って も,人 間 自らも亦,宇 宙 の本質た る永 遠の時 の流れの一瞬

無限 のひ ろが りの一点 を 占めて,有 限で あ りなが らも,内 面 的には 無 限 につ なが り,ま

た,束 の間の はかな い存在 物で はあ って も,同 じく内面的 には永遠 につ なが る,と い う 自

覚 を得,そ の結果,人 間のよ ろ こび と悲 しみを永遠 の相 の下 に置 き,こ こに永遠 の生命 の

リズ ム,無 限の生命 の声な き声 と語 らいをなす とい う人間の根 源的な感情 に浸 る もので あ
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る。(拙 著 「生 命 の リズ ム」 第二編,第 三章 参照)

この状態 を,わ た くしは人 間 の生 命感 的智慧 が働 いた とい いたいので あ る。

人 間は生命 感 的智慧 を働 か して,と くに生 にかか わ る根源 的 な もの,永 遠 とか,無 限 と

か,事 物 の本質 とか を感 じとるの であ るが,こ れは ど こまで も感 じとるので あ って,理 知

とか知性 に よ って知 られ る もので はな い。 それ は永遠,無 限,本 質 とい った ものは,暗 示

的,象 徴 的 にわれわ れ に示 され るにす ぎな いか らで あ る。 この ことを最 もよ く示 して い る

の が,ピ ー ・ピー ・シ ェ リー<P.BShelley>の 「雲 雀 に寄せ て」 の詩 であ る。 シェ リー

は,か れ の求 め る本質 的 な ものを,肉 眼 では,或 は科学 的 な知識 では,認 め得 ない と ころ

か ら,雲 雀 に よ って 暗示 され象徴 され るもの によ って,そ れ を把 えたので あ った。 かれ

は,

「よ くぞ来 りし,快 活 の精,

汝,天 空 よ り,

天空 の近 くよ り,

天来 の技巧 もて,
みなぎ しらべ

力 涯 る 調 に て

胸 に 溢 れ る 感 情 を 注 き 出 す 。

汝 は 鳥 に は あ ら ざ り し 。」

"H
ailtothee,blitheSpirit

BirdthouneverWert,

ThatfromHeaven,ornearit,

Pourestthyfullheart

Inprofusestrainsofunpremediatedart."

P.B.Shelley:ToaSkylark,st.1.

と 。 或 は ま た,

「沈 め る夕 陽の金色 に閃 め く中 に,

雲 その上 に燃 えたつ と ころ,
なれ

汝は,浮 び,ま た,飛 翔す。

朝の歌声はじめしときと

同 じ疲れ知 らざる歌声 もちて

形体を離脱せ る

束縛なきのよろこびのごと。
なれ

汝の姿見えず,
まわ

汝の飛翔の周 りに融けゆ く

白昼のありやなしやの星の ごと。

され ど,汝 の鋭 き声

よろこびの声聞ゆ。

暁の明星の冴えたる光

澄みたる白き空の さなかにありて,

微少 とな りて,目 にはとまらず,

ただあるを感ず るがごと。」
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"l
nthegoldenlightning

Ofthesunkensun

Oerwhichcloudsarebright'ning,

Thoudostfcoatandrun;

Likeanunbodiedjoywhoseraceisjustbegun.

Thepalepurpleeven

Meltsaroundthyflight

LikeastarofHeaven>

Inthebroaddaylight

Thouartunseen,butyetlhearthyshrilldelight,

Keenasarethearrows

Ofthatsilveresphere,

Whoseintenselampnarrows

Inthewhitedawnclear

Untilwehardlyseewefeelthatitisthere."

Ibid.,st.3-4.

と 。 ま た,シ ェ リー は 今 日 の 入 間 に 敏 け て い る も の,今 日 の 知 識 の み を 偏 重 す る 入 間,今

日 の 物 質 の み に 満 足 し て い る 入 間 に は 隠 さ れ て い る も の,た だ 生 命 感 的 智 慧 を 働 か して,

永 遠 を,無 限 を,本 質 を 見 よ う と す る 人 間 の 心 の 耳 に の み 聞 き 得 ら れ る も の,そ れ を,同

じ く雲 雀 に こ と 寄 せ て 次 の よ う に 歌 う の で あ る 。

「祝 婚 の 合 唱 も

凱 旋 の 歌 も
なれ

汝 の声 に比す るとき

すべて 空虚 の高言 にす ぎざ るな り。

祝婚 の合唱 も

凱 旋の歌 も

一 つの もの

一一つの敏 けた るものの

隠 され あ るを感 ずな り

汝 の美 わ しの声

その源泉,果 して,い か な るものな るか。

いかな る原野,は た,波 な るか。

いかな る山岳,い かな る形 の

天 空 なるか,は た,広 野 な るか。
はらから

同 胞 に 対 す る い か な る愛 か,

苦 脳 に 対 す る い か な る 無 知 か 。」

"Ch
orusHymeneal,

Ortriumphalchant,

Matchedwiththinewouldbeall

Butanemptyvaunt,

thinkwhereinwefeelthereissomehiddenwant・
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Whatobjectarethefountains

Ofthyhappystrain?

Whatfieldorwaves,ormountains?

Whatshapesofskyorplain?

Whatloveofthineownkind?whatignoranceofpainP"

Ibid.,st.14-15.

と。 実 に永 遠,無 限,本 質 とい った ものは,わ れわれの 肉眼を以て は,或 はわれわれ の科

学 的知識 を以 って しては,そ の存 在 は見 るを得 ない もので あ る。 それは,わ れわれの生命

感的智慧 を以て,は じめて感 じ得 られ る もので あ る。

しか しなが ら,こ こに注意す べ きは,生 命感 的智慧 は,人 間が生得 的 に もって い るとい

うことで あ る。 とはい って も,人 間 が,日 常 の物質生活,即 ち客体 的な存在 として の人 間

生活 に甘 ん じて い る間は,人 間か らは忘 れ去 られてい る もので ある。 人間 が主体 的 な存在

として生 きよ うとす ると き,即 ち人 間が危機 感を覚 え,生 の意識 に 目覚 め るときにのみ,

この智慧 が,人 間 の心 に現 われ るの であ る。故 に,生 命 感的智慧 は,根 源的 に,わ れ われ

の心の うち にあ るとい え るので ある。 即ち,科 学 的知識 は,わ れ われが外 か ら得 る もので あ

るに反 し,生 命感 的智慧 は,わ れ われが生得 的 に,内 に もつ もので あ って,時 到れ ば,そ れ

が外 に漏れ 出ず るもの といえ るので あ る。ブラウニ ングの劇「パ ラセル サ ス」<Paracelsus>

の 中で,主 人公パ ラセルサ スは,知 識 の征服,そ れ も知識 の世界 的征服 とい った壮 図を夢

み,科 学 的知識 のみを追求 し,結 局人 生 に失敗 す るのであ る。 しか しパ ラセルサ ス も生得

的 には,そ の 内心 に生命感 的智慧 は持 って いたので あ った。 ただかれ は科学 的知識 に没頭

す るの あ ま りに,そ れ を忘 れ去 った にす ぎなか ったので あ る。 けれ ども,か れ は,そ の世

界知識 征服 の途 に上 るに先 き立 って,次 のよ うにい うので あ った。

「真理(こ こでは生命感的智慧のこと)は われ らの心 の うちにあ り。

われ ら,心 の外 な る ものを,い かに信ず とも。

真理 はわれ らの心の深奥 にあ りて

充溢せ る ものな り。

われ らの外 な る卑 しき肉体

壁 また壁を築 きて,こ れ を囲む。

また,こ の肉体,

われ らを迷 わ し,邪 道 に導 く

肉欲 の網 を張 る。

これ ら肉体 の

意 図を挫 き終 らせ,

その障害 を貫 きて,

完全 に,明 瞭 に

生命 を認 あ る力

これ真 理 な り。

知 るとは,

われ らの うち に閉 ぢ籠 る
い

心の光彩を洩れ出だすべき

道を開 くことにあり,
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外 に あ り と 思 わ る

光 を 呼 び 入 れ し む る に あ ら ざ る な り 。」

"T
ruthiswithinourselves;ittakesnorise

Fromoutwardthings,what'eryoumaybelieve.

Thereisaninmostcentreinusall,

Wheretruthabidesinfulness;andaround,

Walluponwall,thegrossfleshhemsitin,

Thisperfect,clearperceptionwhichistruth.

Abafflingandpervertingcarnalmesh

Bindsit,andmakesallerror:alldtoknow

Ratherconsistsinopeningoutaway

Whencetheimprisonedsplendormayescape,

Thanineffectingentryforalight

Supposedtobewithout."

RobertBrowning:Paracelsus,SceneI,11.726-737.

と 。 こ れ は 生 命 感 的 智 慧 を 人 間 が 生 得 的 に も っ て い る こ と を 示 す も の で あ る 。

(4)鉄 け た る は 何

われわれの社会の理想的なものは,人 間の知性と 感情の調和のとれた 社会である。 哲

学,宗 教,文 学,科 学のそれぞれの分野がば らばらに存在す るのでなく,そ れ らが互 にま

ざ り合い,融 けあった調和のとれた社会が理想的な社会といえるのである。 しか るに現代

は科学の与える知識が中心となった社会である。科学の与える知識の周囲に他の分野が小

さく,ば らばらに散在するにす ぎない。科学の与える知識は事物の外面を知ろうとする知

識である。事物の内面を知ろうとし,ま た,内 面を問題にするもの,即 ち哲学,宗 教は,

今 日では,社 会の中心か ら離れた附随的存在に堕している。文学 もまた,哲 学,宗 教と同

じ状態に堕 していると思えるのである。 人間の内面生活,特 に 感情生活を 問題 としなが

ら,外 面的な知識を与える科学の周辺にうようよ している感がす るのである。私見を以て

すれば,文 学というものの根本的なものは,入 間の内面生活,そ れ も人間存在の根源的な

生の意識を基盤とす る哀愁の美の表現と思 うのである。(拙 著 「生命のリズム」第二編 第三

章参照,或 は,拙 著 「久遠の生命」第二編 第一章参照)

従 って,前 述の生命感的智慧を働か して生の根源に触れるものが真の文学と思 うのであ

る。 しか るに,今 日多 くの文学は,人 間存在の根源まで深 く探 ることをせず,人 間の心,

人間の内面を問題 としなが らも,た だ皮相的な内面描写に終 り,深 く人間存在の根源,生

の意識にまで掘 りさげることがないのが現状ではないか。 これがため,即 ち人間存在の根

源があやふやな状態 に放任されたままであるため,人 間の不安は少 しも解決 されず所謂現

代の不安時代が現出しているのである。ティ ・エス ・エ リオッ ト<T.S.Eliot>は この状

態を次のように歌 っている。

「此処は水な くて岩 ばかり。

岩のみありて,水 はな く,

ただあるものは砂の道。

その砂道は,う ね り上 りて 山中へ,

・-78一



一 生命感的智慧とイギリス浪漫派詩人 一

その 山中 も,水 な くて岩の 山。

水 あれ ば,止 ま りて,そ れを飲 み もせ ん。

岩 ばか りで は,立 ちどま り,

物思 うこと もな し難 し。

汗,乾 き,足,砂 に埋 ま りて あ り。

岩 の 中,水 さえ あれ ば,と,

せ っな る思 い。
つばは

唾吐 くこともなし得ぬ
しにや ま

死 山の虫歯 の 口。

此処 にて は,立 つ こと,横 わ ること,

腰掛 け ること,す べ て不可。

山中 は静 けささえ もあ り得 な く,
から

た だ,雨 降 ら ず し て 澗 す

不 毛 の 雷 鳴 る ば か り。

山 中 は 孤 独 を 楽 し む こ と も な し得 ず

ひ び わ れ た 泥 の 家 よ り,

赤 き す ね 顔,冷 笑 し,歯 む き だ す の み 。」

"H
ereisnowaterbutonlyrock

Rockandnowaterandthesandyroad

Theroadwindingaboveamongthemountains

Whicharemountainsofrockwithoutwater

iftherewerewaterweshouldstopanddrink

Amongsttherockonecannotstoporthink

Sweatisdryandfeetareinthesand

iftherewereonlywateramongsttherock

Deadmountainmouthofcariousteeththatcannotspit

Hereonecanneitherstandnorlienorsit

Thereisnotevensilenceinthemountains

Butdrysterilethunderwithoutrain

Butredsullenfacessneerandsnarl

Fromdoorsofmudcrackedhouses,

T.S.Eliot:TheWasteLand,V.WhattheThunderSaid.

と 。 こ れ は 現 代 の 人 々 の 不 安 の 幻 影 を 如 実 に 示 して い る と 思 わ れ る 。 実 に,今 日,わ れ わ

れ の 目 前 に 往 来 す る 現 実 世 界 は,余 り に も 外 面 的 人 間 生 活 で あ りす ぎ る 。 し か も そ れ は,

お よ そ 人 間 的 な も の で な く,寡 ろ 悪 魔 的 と も 称 す べ き も の ば か り で あ る 。 こ れ ら の も の

は,わ れ わ れ 人 間 の 内 面 生 活 の 追 求 よ り生 ず る 理 想 と か,夢 と か の 壁 を 打 砕 き,わ れ わ れ

を 絶 望 の 境 地 に 追 い 込 ん で し ま っ た の で あ る 。 そ れ は,わ れ わ れ が,最 初 内 面 生 活 の 追 求

か ら,わ れ わ れ の 内 面 に,憧 れ と して 持 って い た 幸 福 の 理 想 と か,仕 合 せ の 夢 と か を,近

代 に 到 って,外 面 的 知 識 の 援 け に よ って,こ れ を 現 実 世 界 に 実 現 し,以 て,人 間 の 内 面 及

び 外 面 の 両 面 の 調 和 あ る 現 想 世 界 を 実 現 し よ う と し た の で あ っ た 。 し か る に,こ の 意 図 の

た め に,自 ら が 学 び と った 科 学,そ の 科 学 が 生 み 出 し た 文 明 そ の も の が,人 間 が 内 面 的 に
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も って いた人問の幸福 の理 想 とか,仕 合せ の夢 どころか,そ れ とは全 く反対の不幸 な,災

の多 い悪夢 と化 し,冷 い暗 い幻影 に附纒われ るに到 ったので ある。 か くして,人 間が 内面

生 活の追求 よ り憧 れた理 想社会実現 のた めに採用 しよ うと した外面 的知識が,人 間の内面

生 活追求の夢 を どこかへ押 しや って しまい,そ れ に代 って,外 面 的知識 のみの現代社会 を

で っち上 げて しま ったので あ る。そ して この社会 の要 員で あ る人 間のひ と りびと りを,そ

の社会機構 の無機 的な,物 質 的な,単 なる一 部分品 と化 して しま ったので ある。 これ は結

果 に於て は,人 間 ひと りび と りが持 って い る尊い有機 的な内面 的な,生 命感 的智慧 を抑圧

し,奪 い去 ることとな ったので ある。 そ して,こ の無機 的 社会機 構の残忽性 の犠牲 とな

り,現 代人 の多 くは,い わば,清 酒か らその芳 醇な香 りを搾 り取 られた酒の糟 とな ってい

るので ある。 これは,人 間が科学の与 える知 識のみ によ って幸福 を夢み るとき,そ の結 果

はr完 全 な人 間 らしい生活 の不 可能 なことを示 すので ある。 しか しなが ら,人 間 が社会 機

構 によ って,無 機化 され,科 学 的知識 によ って,目 か くしされ,事 物 をただ,功 利 的に,

外面的 に しか見 られ ないよ うにされ た るこの壁 を打 ち破 り,こ の壁 によ って隠 されて い る

人間の,ま た,事 物の 内面的な もの,生 命 的な もの,即 ち本質 を把え るよ うに人 間の 目を

開いて くれ るものは,人 間 が生得 的に も って い る生命感的智慧 を 目覚ます よ り外 に道 はな

い と思 うのであ る。 今 日,わ れわれ にと って 最 も 必要 な ことは生 命感的智慧 を取 りもど

し,こ れ を働 かす ことによ って,今 日の人間 か ら忘れ られ,失 われ たか に思 え る真 の人 間

認識,真 の人 間本質追求 の情念 を回復す る ことでな けれ ばな らない。 ブ ラウニ ングはい っ

て いる。

「鉄 けた るは一 何。

薫風里 を渡 り

新 緑 山に満 つ

天地 の汚点 一 いつ こぞや。

光 は宇宙 に弥漫す。 され ど空虚 の感

額 縁 あ りて画 な きを如何せん。
むらは あや

樹 に 籏 葉 あ り,花 に 色 彩 あ れ ど 生 色 な く

薔 薇 い た づ ら に 咲 き て 樹 蔭 の 蔽 う な し。

高 き よ り降 り来 る宏 大 無 辺 の 力

人 の 世 の 不 備 を 完 か ら し め た ま え

紺 碧 の 夏 の 喘 ぎ を 救 い た ま え

天 上 の 無 垢 の 白 薔 薇

そ の 一 息 吹

万 物 は 蘇 り

生 に 息 づ き

愛 に 浸 た さ る 。」(拙 著 「久 遠 の 生 命 」 の 扉 に 示 せ る も の)

"W
antingiswhat?

Summerredundant

Bluenessabundant

Whereistheblot?

Beamytheworld,yetablankallthesame,

Frameworkwhichwaitsforapicturetoframe
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一 生命感的智慧とイギ リス浪漫派詩人一

Whatoftheleafage,whatoftheflower?

Rosesemboweringwithnaughttheyembower!

Comethen,completeincompletionOcomer,

Pantthroughthebluenessperfectthesummer?

Breathebutonebreath

Rosy-beautyabove

Andallthatwasdeath

Growslife,growslove,

i,.Growslove.

RobertBrowning:JocoseriaPrologue

と 。 こ れ は,新 緑 に 蔽 わ れ,ま た,若 葉 群 る 初 夏 の 山 の 風 景 も,た だ 漠 然 と 眺 め た だ け で

は,た だ 山 の 形 骸 を 見 る の み で あ る。 し か し,わ れ わ れ が 生 命 感 的 智 慧 に よ っ て こ れ を 見

れ ば,事 物 の 形 骸 の 内 面 に,生 命 の 息 吹 き が 感 ぜ ら れ る こ と を 示 し た の で あ る 。 実 に,新

緑 に 蔽 わ れ,若 葉 群 る か に 見 え る 今 日 の 社 会 も た だ 知 識 だ け で 見 る と き は,社 会 の 形 骸 の

み を 見 て い る に す ぎ な く,心 あ る も の は 堪 え 難 い 淋 し さ,心 細 さ を 覚 え る も の で あ る。 け

れ ど も,わ れ わ れ が 生 命 感 的 智 慧 を 働 か す と き に は,そ こ に,わ れ わ れ の 眼 に,生 命 に 満

ち た 万 象 が 映 じ,万 物 に 神 韻 宿 り,生 命 の 躍 動 生 気 の 活 動 を 覚 え る の で あ る 。

⑤ 宇宙の本質 と浪漫派詩人

シ ェ リ^.は 雲雀 に こと寄せて 宇宙 の本 質 に触 れ 次の よ うに歌 って い る。
なれ

「汝の澄みたる烈 しき喜悦は,

倦怠と共に存す ることあらじ。

苦脳 の影一つだに

汝に近寄 ることなか らん。

汝は愛を知 るも

愛 の悲 しみの飽満を知 らず。

汝は覚めいるときも

眠れるときも,
ひ と

亡びゆ く人間の夢想よ り

はるかに真実,深 遠の思いを

死に就 き致すなり。

さにあらず して,い かにして,

汝の歌声,か く澄みて

流れ 出つ ることあ らん。

人間は過去を省み

未来を思 う。はた

有 り得 ざることに

思い患う。
ひ と

人間,偽 ならぬ

真実の笑 にも

悩みを充たす。
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ひ と

人 間,そ の声,

いと美 わ しきと きだ に,

い と悲 しき思 いを語 る。

人 間,も し,憎 しみ,誇 り
さげ

恐怖 を ば,蔑 す む如 き

非 情 の もので あ るな らば,

人 間,も し,涙 を流す こと もな き,

無 感の もの に生 れ来 るもの な らば,

人 間,い か に して,

汝 の喜悦 に,

近 づ くこと有 り得 べ き。

汝,浮 世 の非情 の人間 を
きげ

蔑 すむ もの よ,

汝 の歌 声,

そ の流れ で るその術 こそは,

詩人 に と りて

楽 しき調 べ の

すべて の韻律,
ふ み

は た,書 物 に み ら る る

す べ て の 宝 を

は る か に 凌 ぐ も の な ら ん 。

人 間 に 教 え よ,

汝 の 頭 脳 の 知 れ る

よ ろ こ び の 半 ば を 。

汝 の 唇 よ り 出 つ る 。

狂 ほ し き よ ろ こ び を 。

さ ら ば,世 の 人,

耳 傾 け ん 。

今,わ れ,わ れ の 耳 を

傾 け る 如 く に 。」

"Withth
yclearkeenjoyance

Languorcannotbe

Shadowofannoyance

Nevercamenearthee

Thoulovestbutne!erknewIove/ssadsatiety.

Wakingorasleep,

Thouofdeathmustdeem

Thingsmoretrueanddeep

Thanwemortalsdream,

Orhowcouldthynotesflowinsuchacrystalstream?

Welookbeforeandafter,
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Andpineforwhatisnot

Oursincerestlaughter

Withsomepainisfraught;

Oursweetestsongsarethosethattellofsaddestthought.

Yetifwecouldscorn

Hate,andprideandfear;

Ifwewerethingsborn

Nottoshedatear,

Iknownothowthyjoyweevershouldcomenear .

Betterthanallmeasures

Ofdelightfulsound,

Betterthanal]treasures

Thatinbooksarefound,

Thyskilltopoetwere,thouscorneroftheground

Teachmehalfthegladness

Thatthybrainmustknow,

Suchharmoniousmadness

Frommylipswouldflow

TheworldshouldlistenthenasIamlisteningnow."

P.B.Shelley:ToaSkylark,st.16-21.

と 。 ジ ョ ン ・キ ー ツ 〈JohnKeats>も 亦 言 っ て い る 。
いず こ

「幸福 は何処 にあ りや。

われ,平 常 の心 を,
さしまね

神 聖 と の 交 流 へ と 魔 く と こ ろ に こ そ 。

本 質 と 一 体 と な る と こ ろ に こ そ,

幸 福 は あ る な り。

そ こ に 在 り て は,つ い に,

わ ら れ,充 分 の 変 質 を 遂 げ,

時 空 の 束 縛 脱 し,

光 り 輝 く な り。」

"Wh
ereinlieshappiness?Inthatwhichbecks

Ourreadymindstofellowhipdivine,

Afellowshipwithessence;tillweshine,

Fullalchemiz!d,andfreeofspace."

JohnKeats:Endymion,BookI,Il.777-780.
..

と。実 に人 間 の幸 福 は,生 命 感的智慧 を働 か して,知 識 の束縛 を脱 し,こ ことい まの暴虐

に打 ち勝 ち,神 聖 との交 流,本 質 と一 体 とな る所 に あ る。 永遠 の流れ のn``4,無 限の ひろ

が りの一 点 を 占め る人 間 は,こ の一瞬,一 点 は掛 替 のない尊 い ものな るが故 に,夢 お ろそ

か にはすべ きで はない が,こ の枠 の中の微少 の知 識,物 質 に,蝸 牛角上 の争 に狂奔 す るこ

とな く,一 瞬一点 の現 実 を確 実 に把 握 し,し っか りと現 実 に足 を踏 みつ けなが ら,生 命 感

的智 慧 を働か して,永 遠 の生 命 につ なが り,無 限の生命 の 中に あ ることを 自覚す るこ とこ
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・生 命感 的 智 慧 と イギ リス浪 漫 派 詩 人 一一…一

そ,人 聞の喜 であ り,幸 福で ある。 ウ ィ リャム ・ウ ァーズ ワス<WilliamWordsworth>

もワイ<Wye>川 の ほ と りの大 自然 の前 に立 ち,
しあわせ

「あの幸福 の気 分。

そ こにあ りて は,

神 秘 の重 荷 も,

不 可解 な,こ の世 の

痛 ま しき重圧 も,
.軽減 され るもの な り

。

あの静 誼の幸 福 の気分。

そ こに あ りて は,

愛情 や さ し く,

われ らを導 き,

この 肉体 の呼吸,

血液 の循環 も,

一一時 と どま り
,

われ ら,肉 体 に於て,

眠 り横 たわ り,

た だ魂 のみ に生 き るな り。

われ ら,こ こに

われ らの 眼,

調 和 の力 と,
よろ こび

深き喜悦の力によりて
・静められたる

,

万象の生命を
みぬ く

洞 察 な り 。」

"th
atblessedmood,

Inwhichtheburthenofthemystery,

Inwhichtheheavyandthewearyweight

Ofallthisunintelligibleworld,

Islightened:thatsereneandblessedmood,

Inwhichtheaffectionsgentlyleadus,on

Until,thebreathofthiscorporealframe

A,ndeventhemotionofourhumanblood

Almostsuspended,wearelaidasleep

Inbody,andbecomealivingsoul

Whilewithaneyemadequietbythepower

Ofharmony,andthedeeppowerofjoy,

Weseeintothelifeofthings"

WilliamWordsworth:LinesComposedaFewMiles

aboveTinternAbbey,11.37-49.

と い っ て い 。 か く し て,わ れ ら が 本 質 と 一 体 と な り,本 質 に 融 け 込 む と き,次 の キ ー ツ の
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一 生命感的智慧とイギ リス浪漫派詩人 一

誉 葉 が 示 す 如 く,本 質 の 神 秘 に 触 れ,永 遠 の 囁 き を 聞 き 得 られ る の で あ る。 即 ち

「お お,お ん 身,お ん 身 の

偉 大 な 神 殿 の 屋 根,

裂 け し老 樹 の 幹 よ り垂 れ 下 り,

永 遠 の 囁 き,幽 暗 を,

ま た,人 知 れ ず 咲 く花 の

生 れ,生 長,消 え ゆ く さ ま を,

重 くか か る 静 寂 に つ つ む な り。」

"OTh
ou,whosemightypalaceroofdothhang

Fromjaggedtrunks,andovershadoweth

Eternalwhispers,Blooms,thebirth,life,death

Ofunseenflowersinheavypeacefnlness;"

JohnKeats:Endymion,BookI,1L232-235.

と。 キ ー ツ は 山 上 の 牧 羊 神 パ ン<Pan>の 前 に 立 ち,永 遠 の 囁 き を 聞 く と 同 時 に,ま た,

「普 遍 の 知 識 に 到 る

神 秘 の 扉 の

畏 敬 に 堪 え ざ る

開 門 者 。」

"D
readopenerofthemysteriousdoors

Leadingtouniversalknowledge"

Ibid.,11.288-289.

と,神 秘 の 扉 に も触 れ る の で あ っ た 。 キ ー ツ は こ の と き,今 迄,科 学 的 な 諸 々 の 知 識 に 悩

む か れ の 脳 髄,科 学 的 知 識 に よ っ て,乾 枯 び て い た か れ の 魂 が,ど こ か え 押 しや られ,こ

こ に 新 生 の 思 い と,精 気 を 与 え る 広 大 無 辺 の 生 命 が,か れ の 心 に 満 ち 溢 れ る に 到 っ た の で
せんおん

ある。 そ して,そ の と きのかれ の心 の囁音 が,微 妙 に して深 遠 な 次 の句 とな ったので あ

る。

「孤 独 の うちに悩 む諸 々の思 い のための,

想像 を絶 す る憩 の場所 と常 になれ か し。

天 のいや果て まで思想 を追 いっめ,

やがて,脳 髄 をむ き出 しの ままに残 す に

到 る思 いの憩 の場所 に,

この もの憂 き土 塊 の ごろごろと

ひろが りゆ く地 に,

常 に精気 を与 え,

新生 を与 え る

酵母 となれ か し。

常 に広大無辺 の象徴 となれ か し。

或 はまた,大 海 に映 る天 津み空,

或 は この両者 の間 を満たす大 気,

或は不可 知の もの,

否,こ れ以上 い うの要 なき もの となれ か し。」
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"B
estilltheunimaginablelodge

Forsolitarythinkings;suchasdodge

Conceptiontotheverybourneofheaven

Thenleavethenakedbrain:bestilltheleaven,

Thatspreadinginthisdullandcloddedearth

Givesitatouchetherealanewbirth=

Bestillasymbolofimmensity;

Afirmamentreflectedinasea;

Anelementfillingthespacebetween;

Anunknownbutnomore;

Ibid.,11.293-302.

と 。 シ ェ リー,キ ー ツ 或 は ワ ー ズ ワ ス の 如 き 詩 入 た ら ざ る わ れ わ れ と 雛 も,知 識 に よ っ て

雁 字 搦 に 縛 ら れ た 現 実 の 虚 し さ に,瓢 然 と し て 家 を 跡 に し,山 野 に 遥 う と き,わ れ ら の 内

心 の 生 命 感 的 智 慧 の 働 き に よ っ て,た と え 一 瞬 で は あ っ て も,わ れ ら の 最 も美 し い 心 の 状

態 に 置 か れ,理 窟 で は 説 明 し が た い,ま し て や,論 理 や,科 学 的 知 識 で は 把 え 難 い 高 遭 と

も い う べ き 心 情 に 置 か れ る の で あ る 。 こ の と き,わ れ わ れ の 眼 は 思 わ ず,山 の 姿 に 崇 高

さ,青 く深 き 水 の 漂 う 湖 に 深 遠 を 感 じ,ま た 澄 み き っ た.月,煙 く 星,牧 場 を 走 る無 心 の 小

羊,木 の 枝 に 噌 る 小 鳥,日 の 光 に 映 え る香 ば し の 草 花 に 喜 を 覚 え,こ こ に 自 然 の 神 秘 に 触

れ,一 面 ま た,厳 粛 な,ひ き し ま っ た 心 情 と な り,口 に は 見 え ず,耳 に 聞 え ず あ り な が

ら,何 か 知 ら ね ど 偉 大 な も の の 存 在 す る を 感 ず る に 到 る の で あ る 。 そ し て,こ れ が や が

て,祝 福 さ れ た 気 持,朗 ら か な 気 分 に 蔽 わ れ,こ こ に.i.RI7然と し て 救 わ れ た 境 地 に 達 す る の

で あ る 。 こ の わ れ わ れ の 心 境 を 情 緒 鴨 か に 歌 っ て くれ た の が ワ ー ズ ワ ス の 次 の 詩 で あ る 。

「さ ら ば 歌 え,な ん じ らf`!:よ,

歌 え,歌 え,喜 の 歌 を 。

鼓 の 調 べ に 合 せ て の ご と く,

小 羊 を し て 躍 ら し め よ 。

わ れ ら心 に お い て,

な ん じ ら の 群 に 加 わ ら ん 。

な ん じ ら 笛 吹 く も の よ,

な ん じ ら,今 日,全 心 全 霊 も て,

五 月 の 喜 を 感 ず る も の よ,

曽 て 輝 か か り し 光,今,
と わ

わが眼 よ り永 久 に消え行 くとも,

草 に光輝,花 に栄 光あ り し

幼 き頃 を取 り戻 す こと得 ざ るとす るも,

われ ら悲 しまず,

寧 ろあ とに残れ るもの に

わ れ力 を見出 さん0

曽て あ り,ま た,未 来 に も,

永久 にわた りて,

人 の心 の根底 に,
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自然 に沸 くの同情 に,

人 の苦悶 よ り,ほ どば し り出る。

人 の心 を和 げる思 いの うちに,

死を通 して,永 遠 を見 るの信 仰 に,

悟 りの心 もた らす歳月 の うち に

われ力 を見 出 さん。

おお,な ん じら,

泉 よ,牧 場 よ,丘 よ,森 よ,

われ ら互 の愛 の裂 か るるを予言す る勿 れ,

われ ら,尚 も,わ が心 の うちに,

なん じらの 力を感ず。

われ,曽 て の幻の喜 を捨 て

なん じの不易 の権威 の下 に生 きた し。

われ河床 を波立 ち流 る る

なん じ小川 を愛す,

なん じの軽 き流れ の如 く軽 う らか に

山野 を歩 きし幼 き 日に もま して 。

新 し く生れ 出で た る

なん じ太 陽の

無垢 の輝 きに 愛 を感ず。

落 日のあた りに漂 う,な ん じら雲 よ,
は か

人の世の果敢なさ知れ るものの眼に
い う

な ん じ の 彩 色 は 沈 静 を も た らす な り。

わ れ,一 つ の 人 生 試 錬 を 経,

こ こ に 沈 静 の 賞 牌 を 得 た り。

こ れ,わ れ の 頼 れ る人 心

そ の 優 し さ,そ の 喜 の

は た,そ の 恐 怖 の 賜 物 な ら ん 。

こ こ に 到 りて,わ れ に と り,

た だ 咲 く,い や し の 花 だ に

涙 流 す に,あ ま り に 深 き 思 い あ る な り 。」

"Th
ensing,yeBirdssing,singajoyoussong

AndlettheyoungLambsbound

Astothetaborssound?

Weinthoughtwilljoinyourthrong,

Yethatpineandyethatplay,

Yethatthroughyourheartstoday

FeelthegladnessoftheMay!

Whatthoughtheradiancewhichwasoncesobright

Benowforevertakenmysight,

'h
oughnothingcanbringbackthehour

--87一



生命感的智慧とイギリス浪漫派詩人一

Ofsplendor.inthegrass,ofgloryintheflower!

Wewillgrievenot,ratherfind

Strengthinwhatremainsbehind;

Intheprimalsympa止y

Whichhavingbeenmusteverbe

Inthesoothingthoughtthatspring

Outofhumansuffering;

Inthefaiththatlooksthroughdeath,

Inyearsthatbringthephilosophicmind.

AndO,yeFountains,Meadows,Hills,andGroves,

Forebodenotanyseveringofourloves!

Yetinmyheartofheartslfeelyourmight;

10nlyhaverelinquishedonedelight

Tolivebeneathyourmorehabitualsway.

llovetheBrookswhichdowntheirchannelsfret,

Evenmorethanwhenltrippedlightlyasthey;

Theinnocentbrightnessofanew-bornDay

Islovelyyet;

Thecloudsthatgatherroundthesettinpsun

Dotakeasobercolouringfromaneye

Thathathkeptwatcho'erman/smortality;

Anotherracebathbeen,andotherpalmsarewon.

Thankstothehumanheartbywhichwelive,

Thankstoitstenderness,itsjoys,andfears!

Tomethemeanestflowerthatblowscangive

Thoughtsthatdooftenlietoodeepfortears."

lbid.,Intimationsoflmmortaiityfrom

RecollectionsofEarlyChildhood,st.10-11.

(6)結 び

か くして,シ ェリー,ワ ーズワス,キ ーツ等のイギ リス浪漫派の詩人が生命感的智慧を

働か して,本 質 と一体 となり,神 秘の扉を開き,単 な る知識の束縛を脱 し,永 遠の囁きを

聞 き,わ れわれに叡知の世界を知 らせて,人 間の真の喜 と幸福を示 して くれたことが理解

されると思 う。実に,今 日の社会の敏 けるものの最大なるものは知識の偏重にす ぎ,真 の

人間性を軽視 しているところにあると思 う。知識は外から,人 間の心 に入 り来るものたる

ため,こ れが整理され,公 式化 されればされる程,一 層たやす く人間の心に入 り易い もの

である。 しか しこれを受 け入れ る人間そのものに,そ れを受 け入れ る体制がで きていなけ

れ ば,知 識 のみが人間の主体 となり,人 間そのものが何処かへ押 しや られ,痛 を貸 して母

屋を取 られる恰好となる。入間疎外 とはこのことをいうのである。人間が人間の本質を忘

れずありなが ら,知 識を取 り入れてこそ,は じめて真の人間となり,入 間喪失 とはならな

いのである。人間が入間の本質を忘れず に,そ れを保持す るのは,人 間が生得的に,そ の

..
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内心 に持 っている生命感的智慧を働か し,真 の人間的経験を積み,主 体的に人間の本質 に

目覚め,更 にそれを生長させつつ知識を取 り入れ,そ れを叡知にまで昇華 させ るところに

人間の喜 と幸福がある。
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